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（１）

　

９
月
定
例
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
19
年

度
６
会
計
決
算
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
ほ
か
２
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
に

関
す
る
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
、
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変
更
、
市
道
路
線
の
認
定
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、

民
事
調
停
の
申
立
て
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
20
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、

可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
で
は
、
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
及
び
会
議
規
則
の
一
部

改
正
と
意
見
書
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
（
審
議
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
陳
情
は
２
件
を
趣
旨
了
承
、
２
件
を
趣

旨
不
了
承
と
決
し
ま
し
た
。

９
月
27
日
、
各
小
学
校
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
番
で
テ
ー
プ
を
切

り
、
満
面
の
笑
顔
で
し
た
〈
土
棚
小
学
校
に
て
〉

歳
出
決
算
総
額
は
４
１
６
億
５
４
０
２
万
円
に

平
成
19
年
度
６
会
計
決
算
を
賛
成
多
数
で
認
定

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

平
成
19
年
度
６
会
計
決
算
は
、
歳
入
総

額
が
４
３
５
億
１
１
５
２
万
円
、
歳
出
総

額
が
４
１
６
億
５
４
０
２
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
歳
入
は
３
・
７
％
の
増
、
歳

出
は
２
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
の
56
％
を
占
め
る
一
般
会
計
で

は
、
歳
入
が
対
前
年
度
比
０
・
５
％
増
の

２
４
３
億
４
５
２
３
万
円
で
、
そ
の
内
訳

と
し
て
は
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
が
70

％
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
30

％
。
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
０
・
８
％
減

の
２
２
９
億
４
７
２
３
万
円
で
、
主
に
、

保
育
や
障
害
者
福
祉
の
事
業
な
ど
に
要
し

た
民
生
費
が
59
億
１
１
４
４
万
円
で
26
％

を
占
め
、
次
に
公
園
や
市
道
の
整
備
な
ど

に
要
し
た
土
木
費
が
、
48
億
３
２
１
６
万

円
で
21
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
１
人
当
た
り
の
決
算
状
況

と
し
て
は
、
市
税
の
納
税
額
17
万
７
１
９

５
円
に
対
し
て
、
一
般
会
計
の
歳
出
額
は

28
万
４
６
５
２
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
１

人
当
た
り
の
療
養
給
付
費
が
17
万
６
４
６

４
円
で
し
た
。老
人
保
健
医
療
事
業
で
は
、

１
人
当
た
り
の
医
療
給
付
費
が
63
万
２
７

９
８
円
で
し
た
。
下
水
道
事
業
で
は
、
終

末
処
理
場
の
更
新
工
事
な
ど
を
行
い
適
正

な
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
管
き
ょ

整
備
に
よ
る
水
質
保
全
と
居
住
環
境
の
改

善
を
推
進
し
、
人
口
普
及
率
は
、
93
・
１

％
と
な
り
ま
し
た
。
深
谷
中
央
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
で
は
、
主
に
移
転
移
設
補

償
や
道
路
及
び
調
整
池
の
整
備
な
ど
を
行

い
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
率
は
事
業
費
ベ
ー

ス
で
約
80
％
と
な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険

事
業
で
は
、
要
介
護
認
定
者
が
増
加
し
、

保
険
給
付
費
の
対
前
年
度
比
は
４
・
９
％

の
増
で
し
た
。　

補
正
予
算
　

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
及
び
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
の
３

会
計
総
額
で
１
億
４
９
７
４
万
円
追
加
す

る
も
の
で
す
。　

条
　
例
　

○
綾
瀬
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
綾
瀬
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

市
長
が
給
料
月
額
の
20
％
を
、
副
市
長

及
び
教
育
長
が
給
料
月
額
の
５
％
を
、
今

年
の
10
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
７
月
末
ま

で
の
間
、
減
額
す
る
た
め
に
、
必
要
な
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
綾
瀬
市
自
治
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

寺
尾
天
台
自
治
会
館
の
設
置
に
伴
い
、

必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

定
款
の
変
更

　

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
市
土
地
開
発
公
社
定
款

を
一
部
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
市
道
路
線
の
認
定
　

　

開
発
行
為
に
よ
り
帰
属
さ
れ
た
道
路
用

地
３
件
で
す
。　

人
事
案
件
　

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

伊
藤
祐
彦
氏
（
寺
尾
北
）
の
再
任
と
新

た
に
野
瀨
直
子
氏
（
小
園
南
）
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
民
事
調
停
の
申
立
て
　

　

平
成
19
年
度
市
道
10
号
線
舗
装
補
修
工

事
の
不
良
工
事
に
係
る
損
害
賠
償
金
な
ど

の
支
払
い
を
求
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　

○
平
成
20
年
度
綾
西
小
学
校
増
築
併
行
防

音
工
事
（
建
築
）

　
議
員
提
出
議
案
　

○
綾
瀬
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
綾
瀬
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
必
要
な

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
私
学
助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
　

教
育
諸
条
件
の
整
備
と
私
学
助
成
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
存
続
、
教

職
員
定
数
改
善
計
画
早
期
策
定
を
求
め
る

意
見
書

　

教
育
の
機
会
均
等
を
確
保
し
、
教
育
水

準
の
維
持
、
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
存
続
と
教
職
員
定

数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
を
求
め
る
も
の

で
す
。

○
正
規
雇
用
の
推
進
と
労
働
者
派
遣
制
度

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

正
規
雇
用
を
推
進
す
る
施
策
の
強
化
と

労
働
者
派
遣
制
度
の
改
正
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

可
決
し
た
意
見
書
３
件
は
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
（
意
見
書
全
文
は
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。　

報
　
告
　

○
平
成
19
年
度
綾
瀬
市
一
般
会
計
継
続
費

精
算
報
告
書
に
つ
い
て

○
平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
及
び
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
３
件
）

9
月
定
例
会


